
プロジェクトマネジメントは，プロジェクトを効果的に計画，実行，監視

し，成功を収めるための重要な知識とスキルです．したがって，プロジェクトマ

ネジメントを学ぶことは，将来に役立つだけでなく，現代社会を生き抜く重要な

スキルを身につけることにもつながります．

特に，ビジネス，情報技術，エンジニアリング，建設，医療，教育など，あ

らゆる分野の学生にとって，プロジェクトマネジメントの知識やスキルを学ぶこ

とが非常に役立つでしょう．また，学生は大学や大学院で，はじめてプロジェク

トを行うことが多く，プロジェクトマネジメントのスキルを身につけることで，

個人のキャリア形成においても，成功するプロジェクトを実践できるようになる

でしょう．

本書は，実践の場でプロジェクトマネジメントを活用したい学生を対象とし

ています．用語の定義を明確にして，多くの図表を入れ，基本的な理論と実践的

なアプローチを紹介することにより，プロジェクトの計画，実行，監視と制御，

終結に至るまで，知識エリアごとに，プロジェクトライフサイクルの各段階をく

わしく解説しています．事例を多用し，わかりやすい言葉で書いていますので，

プロジェクトマネジメントをはじめて学ぶ学生にも理解しやすい内容にしていま

す．

また，実際のプロジェクトにおいて必要とされるリーダーシップ，コミュニ

ケーション，チームビルディング，プレゼンテーション技術についても，実践経

験に基づいて書いています．これらにより，プロジェクトマネジメントを行う学

生が，プロジェクトマネジメントの専門家としてのキャリアを追求するために必

要なスキルと知識を身につけられるように工夫して構成しています．

なお，タイトル名をあえて「プロジェクトマネジメントの教科書」としたの

は，プロジェクトマネジメントに携わる人に，現実のプロジェクトの中で，座右
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の銘として永続的に使ってほしいからです．

末筆となりますが，初学者や学生向けのプロジェクトマネジメントに関する

わかりやすい書籍をつくりたいとの想いを共有しながら，私に向き合っていただ

いた大学教育出版編集部の継続的なご支援に厚く感謝申し上げます．

また，本書の執筆にあたり，妻の裕子や子供たちは，私が集中して仕事に取

り組むことができるよう，いつもサポートしてくれました．本書を発行できたの

は，家族の支えがあったからと感謝しています．

そして本書が，プロジェクトマネジメントに携わるすべての方々にとって，

有用な一冊となりますように．

令和5年3月

山戸 昭三
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